
５ 訪販化粧品工業協会規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、「訪販化粧品工業協会」と称する。 

（地域及び事務所） 

第２条 本会の地域は、全国一円とし、事務所を東京都におく。 

（目的） 

第３条 本会は、会員が商業倫理を確立し、販売の適正化を図ることにより、国民の消

費生活における利便を増進し、もって家庭訪問販売化粧品業界の健全な発展に資する

ことを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 １ 会員の守るべき倫理要綱の作成並びに実践の推進 

 ２ 会員所属の販売員の教育指導 

 ３ 消費者の苦情処理 

 ４ 訪販化粧品工業協会販売員登録制度の指導と推進及び公益社団法人日本訪問販

売協会の登録事業業務方法書に基づく訪問販売員教育登録制度の指導と推進 

 ５ 関係官公庁、関係団体との連絡 

 ６ その他本会の目的を達成するために必要な事業 

（会員） 

第５条 本会は、家庭訪問販売制度を採用する化粧品製造販売業者又はこれに準ずる者

であって、本会の目的に全面的に協力する者をもって組織する。 

（加入） 

第６条 本会の会員になろうとする者は、加入申込書及び所定の書類を本会に提出しな

ければならない。 

２ 入会に関しては前項のほか、「訪販化粧品工業協会入会申込み及び承認に関する

内規」の定めによる。 

３ 入会を認められた者は、別に定める入会金を納入しなければならない。 

４ 入会金の額は総会において定める。 

（退会） 

第７条 会員が本会を退会しようとするときは、退会届を提出しなければならない。 

２ 会員は前項のほか、次の事由により本会の会員たる資格を失う。 

 （１）化粧品訪問販売事業を中止したとき又は法人を解散したとき 

 （２）１年以上会費を滞納したとき 



 （３）除名されたとき 

３ 前２項においては、既に納付されている入会金及び会費は返納しない。 

（除名） 

第８条 本会は、会員が次の各号のいずれかに該当するときは、総会の議決により除名

することができる。この場合には、本会はその総会の 10 日前までに、その会員に対

して、その旨を、書面をもって通知し、かつ、総会で弁明する機会を与えるものとす

る。 

（１）特定商取引に関する法律の規定に違反したとき 

（２）前号以外の法律の規定に違反するなど本会の名誉を著しく傷つけ又は本会の

目的に著しく反する行為その他本会の事業を著しく妨げる行為をしたとき 

２ 総会が招集されるまでに相当の期間があり、緊急に除名を行う必要があるとき

は、理事会の議決を得て、これを行うことができる。この場合においては、当該理

事会開催後最初に開催する総会において承認を受けなければならない。 

この場合の通知及び弁明の機会の手続は前項を準用する。 

３ 本会は、前項の議決があったときは、除名の理由を明らかにした書面をもって、

その旨を会員に告知するものとする。 

（会費） 

第９条 会員は毎年所定の会費を納入しなければならない。 

２ 会費の額および徴収方法は、総会において定める。 

（役員の定数） 

第１０条 本会に次の役員をおく。 

（１）会  長  １名 

 （２）副 会 長  ５名以内 

 （３）専務理事  ２名以内 

 （４）常務理事  ２名以内 

 （５）理  事  若干名 

 （６）監  事  ２名 

（役員の選任） 

第１１条 理事及び監事は総会において選出する。 

 会長、副会長、専務理事及び常務理事は、理事会において互選する。 

２ 総会が招集されるまでの間において補欠又は増員のため理事又は監事を緊急に

選任する必要があるときは、前項の規定にかかわらず、理事会の議決を得て、こ

れを行うことができる。この場合においては、当該理事会開催後最初に開催する

総会において承認を受けなければならない。 

 



第１２条 本会に相談役及び顧問をおくことができる。 

相談役及び顧問は理事会の議を経て会長が委嘱する。 

（役員の任期） 

第１３条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠又は増員により就任した役員の任期は、前任者又は他の役員の残存期間と

する。 

 

（役員の職務） 

第１４条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行し、会長が欠

員のときは、その職務を行う。 

３ 理事は、理事会を組織し、本会の事務を掌理する。 

４ 専務理事は、会長、副会長を補佐し、理事会の委任を受けて本会の常務を処理

する。 

５ 常務理事は、会長及び専務理事の指揮を受け本会の常務処理を分掌する。 

６ 監事は、本会の業務及び財産の状況を監査する。監事は、総会、理事会に出席

して意見を述べることができる。 

（実行委員会委員） 

第１５条 本会の事業を円滑に遂行するために、実行委員会を設ける。 

実行委員会の委員は、理事会の議を経て、会長が委嘱する。 

（事務局） 

第１６条 本会の事務を処理するため事務局を設ける。 

事務局に関する規定は、理事会の議を経てこれを定める。 

（総会） 

第１７条 本会の総会は、定時総会及び臨時総会とする。 

２ 定時総会は毎事業年度終了後３ヶ月以内に招集する。 

３ 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。 

 （１）理事会が必要と認めたとき 

 （２）会員の３分の１以上から会議の目的たる事項を示した要求があったとき 

 

第１８条 総会は会長が招集する。 

２ 総会の招集は、少なくとも、その会日の 10日前までにその会議の目的たる事項、

日時及び場所を記載した書面を各会員に通知して行う。 

 

 



第１９条 総会においては、この規約で別に定めた場合のほか、次に掲げる事項を議決

する。 

 （１）規約及び化粧品訪問販売の倫理要綱の変更 

 （２）事業報告及び収支決算報告 

 （３）事業計画及び収支予算 

 （４）役員の選任 

 （５）本会の解散 

 （６）会員の除名 

 

第２０条 総会の議長は、会長がこれに当たるものとする。 

 

第２１条 総会は、会員総数の過半数の出席を以て成立し、その決議を要する事項は出

席者全員の議決権の過半数で決する。議決権の数は会員１名に１とする。可否同数

のときは議長の裁決による。 

 

第２２条 会員は代理人によって議決権を行うことができる。この場合の代理人は会員

でなければならない。 

  前項の代理人は代理権を証する書面を差し出さなければならない。 

 

第２３条 総会の議事は、その経過の要領及び結果を議事録に記載し、議長及び出席者

2名以上がこれに記名捺印して本会に保存する。 

（理事会） 

第２４条 理事会は、必要に応じて会長が招集して、その議長となる。 

２ 理事会は、理事の過半数の出席によって成立し、その議決は出席者の過半数で

行う。 

第２５条 理事会は、この規約で別に定める場合のほか、次に掲げる事項を議決する。 

 （１）総会に提出する議案 

 （２）会務に関する重要事項 

（実行委員会） 

第２６条 実行委員会は、下記事項を処理する。 

 （１）入会申込に対する承認の可否 

 （２）訪問販売員教育登録制度実施に関する事項 

 （３）その他理事会の委任を受けた会務に関する重要事項 

２ 業界をとりまく諸問題の調査研究 

３ 実行委員会は、広報に関する重要事項を迅速かつ円滑に処理するため、広報委

員会を設けることができる。 



  広報委員は、実行委員会の議を経て、実行委員長が委嘱する。 

（会計年度） 

第２７条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月 31 日に終わる。 

（解散の場合の残余財産） 

第２８条 会員は本会の解散の場合において、残余財産があるときは、その財産の分配

を受け、債務があるときはその債務を分担するものとする。 
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1998年 ６月 一部変更 

1999年 ３月 一部変更 

2004年 ６月 一部変更 

2006年 ６月 一部変更 

2011 年 ６月 一部変更 

2022年 ６月 一部変更 


